
(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

○ 産総研の観測点
○ 防災科研の観測点

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図7  2020/07/31PM-08/03 の歪・傾斜変化（図2-3[C]の東側観測点）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を
選んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイ
ベントの推定断層面。
1: 2020/02/19-20AM (Mw5.5), 2: 2020/02/20PM-21AM (Mw5.8), 3: 2020/02/21PM-22 (Mw5.6)
4: 2020/04/23-27 (Mw5.5), 5: 2020/05/17-20AM (Mw5.6), 6: 2020/06/04PM-06 (Mw5.5)
A: 2020/07/27PM-29AM (Mw 5.8), B1: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.7), B2: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.5)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

○ 産総研の観測点
○ 防災科研の観測点

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図8  2020/07/31PM-08/03 の歪・傾斜変化（図2-3[C]の西側観測点）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を
選んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイ
ベントの推定断層面。
1: 2020/02/19-20AM (Mw5.5), 2: 2020/02/20PM-21AM (Mw5.8), 3: 2020/02/21PM-22 (Mw5.6)
4: 2020/04/23-27 (Mw5.5), 5: 2020/05/17-20AM (Mw5.6), 6: 2020/06/04PM-06 (Mw5.5)
A: 2020/07/27PM-29AM (Mw 5.8), B1: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.7), B2: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.5)
C1: 2020/07/31PM-08/03 (Mw 5.6)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。

0.6

0.8

1.0

1.2

re
sid
ua
l

UWAMISH UWAH
HIYH

IKTH

Slip: 13 mm, Mw: 5.5

LFE (JMA)

132.0 132.5 133.0 133.5 134.0 134.5 135.032.5

33.0

33.5

34.0

34.5

Obs. Calc.

UWA

2.0 x 10-8 strain
Expansion
Contraction

[C2] 2020/07/31PM-08/03 (西側)

UWAMISH UWAH
HIYH

IKTH

Tilt
1x10-7 rad

Obs.
Calc.

1
2

3

4

56

A

B1

B2

C1

Lat. 33.55  Lon. 133.15  Dep. 27 km  Len. 66 km  Wid. 41 km
Strike 239  Dip 10  Rake 114  Slip 5 mm  Mw 5.8

LFE (JMA)

132.0 132.5 133.0 133.5 134.0 134.5 135.032.5

33.0

33.5

34.0

34.5

産業技術総合研究所　資料-1027



(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

○ 産総研の観測点
○ 防災科研の観測点

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図9  2020/08/04-05 の歪・傾斜変化（図2-3[D]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を
選んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイ
ベントの推定断層面。
1: 2020/02/19-20AM (Mw5.5), 2: 2020/02/20PM-21AM (Mw5.8), 3: 2020/02/21PM-22 (Mw5.6)
4: 2020/04/23-27 (Mw5.5), 5: 2020/05/17-20AM (Mw5.6), 6: 2020/06/04PM-06 (Mw5.5)
A: 2020/07/27PM-29AM (Mw 5.8), B1: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.7), B2: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.5)
C1: 2020/07/31PM-08/03 (Mw 5.6), C2: 2020/07/31PM-08/03 (Mw 5.8)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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(a) 断層の大きさを固定した場合の断層モデルと残差分布

○ 産総研の観測点
○ 防災科研の観測点

(b1) 推定した断層モデル (b2) 主歪

図10  2020/08/06-08AM の歪・傾斜変化（図2-3[E]）を説明する断層モデル。
(a) プレート境界面に沿って分布させた20×20kmの矩形断層面を移動させ、各位置で残差の総和を最小とするすべり量を
選んだ時の残差の総和の分布。赤色矩形が残差の総和が最小となる断層面の位置。
(b1) (a)の位置付近をグリッドサーチして推定した断層面（赤色矩形）と断層パラメータ。灰色矩形は最近周辺で発生したイ
ベントの推定断層面。
1: 2020/02/19-20AM (Mw5.5), 2: 2020/02/20PM-21AM (Mw5.8), 3: 2020/02/21PM-22 (Mw5.6)
4: 2020/04/23-27 (Mw5.5), 5: 2020/05/17-20AM (Mw5.6), 6: 2020/06/04PM-06 (Mw5.5)
A: 2020/07/27PM-29AM (Mw 5.8), B1: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.7), B2: 2020/07/29PM-31AM (Mw5.5)
C1: 2020/07/31PM-08/03 (Mw 5.6), C2: 2020/07/31PM-08/03 (Mw 5.8), D: 2020/08/04-05 (Mw 5.5)
(b2) 主歪の観測値と(b1)に示した断層モデルから求めた計算値との比較。
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GNSSデータから推定された
四国西部の深部低周波微動と同期したスロースリップ（暫定）

推定したすべり量が標準偏差（σ）の3倍以上のグリッドを黒色表示している。

観測 計算
基準期間：2020/07/01～2020/07/22［F3：最終解］
比較期間：2020/08/05～2020/08/10［R3：速報解］

解析に使用した全観測点の座標時系列から
共通に含まれる時間変化成分は取り除いている。

使用データ：F3解（2020/7/1 - 2020/7/25)+R3解(2020/7/26- 2020/8/10)
トレンド期間：2019/6/1 - 2020/6/1
モーメント計算範囲：上段の図の黒枠内側
黒破線：フィリピン海プレート上面の等深線（弘瀬・他、2007）
赤丸：低周波地震（気象庁一元化震源）
コンター間隔：5mm
固定局：三隅 国土地理院

2020/7/22 - 8/5
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解析に使用した観測点の範囲：概ね北緯32～34.6°、東経131～134.8°

Mw5.9
最大すべり量：1cm
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四国中西部の短期的スロースリップ活動状況（2020 年 7 ～ 8 月）

図 1︓2020 年 6 月 21 日～8 月 16 日の傾斜時系列．上方向への変化が北・東下が
りの傾斜変動を表し，BAYTAP-G により潮汐・気圧応答成分を除去した．期間①
②の傾斜変化ベクトルを図 2 に示す．四国中西部での微動活動度・気象庁松山観測
点の気圧・雨量をあわせて示す．

図 2︓期間①②に観測された傾斜変化ベクトル（青矢印），推定されたスロースリップイベントの断層モデ
ル（赤矩形・矢印），モデルから計算される傾斜変化ベクトル（白抜き矢印）を示す．1 時間ごとの微動エ
ネルギーの重心位置（橙丸）もあわせて示す．すべり角はプレート相対運動方向に固定している．

謝辞
気象庁の WEB ページで公開されている気象データを使用させて頂きました．記して感謝いたします．

・四国中西部を活動域とする短期的スロースリップイベント（Mw 6.3）

・2020 年 2 月（Mw 6.1）以来約 5 ヶ月ぶり

防災科学技術研究所資料
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四国 短期的ゆっくりすべりの活動状況

2016年1月1日～2020年9月2日
（2020年7月20日以降を濃く表示）

※破線は，フィリピン海プレート上面の等深線を示す．
※赤矩形は，産業技術総合研究所による短期的ゆっくりすべりの断層モデルを示す．

上図の時空間分布図

※短期的ゆっくりすべりの解析には，産業技術総合研究所及び防災科学技術研究所のデータを用いている．
※赤矩形の上に表示されている数字は解析されたMwを示す．
※青丸はエンベロープ相関法（防災科学技術研究所，東京大学地震研究所との共同研究による成果）で得られた
低周波微動の震央を示す．

気象庁作成



志摩半島の非定常水平地殻変動(1次トレンド･年周期･半年周期除去後)

基準期間:2018/12/29～2019/01/04[F3:最終解]
比較期間:2020/08/16～2020/08/22[R3:速報解] 計算期間:2016/03/01～2017/03/01

固定局:網野(960640) 国土地理院
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●---[F3:最終解] ●---[R3:速報解] 国土地理院

基準値：154487.808m

基準値：-132587.946m

基準値：9.330m

(2) 網野(960640)→伊勢(061148)
東西

南北

比高

(4) 網野(960640)→南伊勢(061149)

基準値：145437.300m

基準値：-139083.939m

基準値：18.105m

(1) 網野(960640)→度会(960636)
東西

南北

比高

(3) 網野(960640)→大台(020999)

計算期間: 2016/03/01～2017/03/01

１次トレンド･年周成分･半年周成分除去後グラフ
志摩半島　ＧＮＳＳ連続観測時系列（１）

期間: 2018/01/01～2020/08/22 JST

基準値：151471.183m

基準値：-154040.319m

基準値：23.820m

東西

南北

比高

基準値：131404.330m

基準値：-140317.012m

基準値：64.494m

東西

南北

比高
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●---[F3:最終解] ●---[R3:速報解] 国土地理院

基準値：163146.487m

基準値：-158829.034m

基準値：5.711m

(6) 網野(960640)→志摩(950314)
東西

南北

比高

基準値：123654.420m

基準値：-153894.239m

基準値：140.433m

(5) 網野(960640)→紀勢(031106)
東西

南北

比高

計算期間: 2016/03/01～2017/03/01

１次トレンド･年周成分･半年周成分除去後グラフ
志摩半島　ＧＮＳＳ連続観測時系列（２）

期間: 2018/01/01～2020/08/22 JST



国土地理院

10 cm

50 km1cm

cal.
obs.

使用データ：F3解 (2018/1/1 - 2020/8/1) + R3解 (2020/8/2 - 2020/8/18)　※電子基準点の保守等による変動は補正済み
トレンド期間：2016/3/1 - 2017/3/1（年周・半年周成分は2017/1/1 - 2020/8/18のデータで補正）
モーメント計算範囲：左図の黒枠内側

黒破線：フィリピン海プレート上面の等深線 (弘瀬･他、2007)
すべり方向：プレートの沈み込み方向と平行な方向に拘束
赤丸：低周波地震（気象庁一元化震源）
固定局：網野

観測値：3日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値

20

30

0 5 10cm

GNSSデータから推定された
志摩半島の長期的ゆっくりすべり（暫定）

136̊ 137̊

34̊

35̊
Mw 6.2
最大すべり量：5 cm

観測値（黒）と計算値（白）の比較
（2019/1/1 - 2020/8/18)

推定すべり分布
（2019/1/1 - 2020/8/18)

136̊ 137̊

34̊

35̊
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基準期間:2017/12/29～2018/01/04[F3:最終解]
比較期間:2020/08/16～2020/08/22[R3:速報解] 計算期間:2017/01/01～2018/01/01

固定局:網野(960640) 国土地理院

15′

34°

45′

30′

15′

33°

15′ 30′ 45′ 133° 15′ 30′ 45′ 134° 15′ 30′ 45′ 135°

2㎝

白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正

(1)970830　吾北
(2)010846　高知大川Ａ
(3)031119　伊野
(4)950439　香北
(5)950445　須崎
(6)021051　土佐山

（2）

（6）

（5）

（1）

（3）

（4）

四国中部の非定常水平地殻変動（1次トレンド・年周期・半年周期除去後）
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●---[F3:最終解] ●---[R3:速報解] 国土地理院

基準値：-143955.331m

基準値：-207086.768m

基準値：888.963m

(2) 網野(960640)→高知大川Ａ(010846)
東西

南北

比高

計算期間: 2017/01/01～2018/01/01

１次トレンド･年周成分･半年周成分除去後グラフ
四国中部　ＧＮＳＳ連続観測時系列（１）

期間: 2017/01/01～2020/08/22 JST

(1) 網野(960640)→吾北(970830)
基準値：-153139.071m

基準値：-219738.286m

基準値：719.493m

東西

南北

比高

基準値：-112642.449m

基準値：-225298.060m

基準値：156.885m

(4) 網野(960640)→香北(950439)
東西

南北

比高

(3) 網野(960640)→伊野(031119)
基準値：-146951.586m

基準値：-237322.802m

基準値：5.956m

東西

南北

比高
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●---[F3:最終解] ●---[R3:速報解] 国土地理院

基準値：-137777.016m

基準値：-228442.184m

基準値：247.567m

(6) 網野(960640)→土佐山(021051)
東西

南北

比高

計算期間: 2017/01/01～2018/01/01

１次トレンド･年周成分･半年周成分除去後グラフ
四国中部　ＧＮＳＳ連続観測時系列（２）

期間: 2017/01/01～2020/08/22 JST

基準値：-149709.227m

基準値：-252629.095m

基準値：129.696m

(5) 網野(960640)→須崎(940445)
東西

南北

比高



100 km

20

40

60

100 km

A B

C D

Mw 6.2
最大すべり量：12 cm

国土地理院

GNSSデータから推定された
四国中部の長期的ゆっくりすべり（暫定）

観測値（黒）と計算値（白）の比較推定すべり分布
（2019/1/1 - 2020/8/12) （2019/1/1 - 2020/8/12)

100 km 1cm

obs

cal

133̊ 134̊ 135̊ 136̊
32̊

33̊

34̊

35̊

133̊ 134̊ 135̊ 136̊
32̊

33̊

34̊

35̊

使用データ：F3解 (2019/1/1 - 2020/8/1) + R3解 (2020/8/2 - 2020/8/12)　※電子基準点の保守等による変動は補正済み
トレンド期間：2017/1/1 - 2018/1/1（年周・半年周成分は2017/1/1 - 2020/8/12のデータで補正）
モーメント計算範囲：左図の黒枠内側

黒破線：フィリピン海プレート上面の等深線 (弘瀬･他、2007)
すべり方向：プレートの沈み込み方向と平行な方向に拘束
赤丸：低周波地震（気象庁一元化震源）
固定局：網野

観測値：3日間の平均値をカルマンフィルターで平滑化した値

40

10cm
0 15cm

20

A　四国西部の短期的ゆっくりすべり
B　紀伊水道の長期的ゆっくりすべり
C　豊後水道の長期的ゆっくりすべり
D　四国中部の長期的ゆっくりすべり
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